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「医療非常事態宣言」を解除し「医療警報」を発出するとともに 

全県に感染警戒レベル４「新型コロナウイルス特別警報Ⅰ」を発出します 

 

令和３年９月 10日  

新型コロナウイルス感染症長野県対策本部  

 

１ 趣旨 

デルタ株の急速な拡大と夏休みの全国的な人の移動により、新型コロナウイルス新規陽

性者数が爆発的に増加し、医療提供体制に大きな負荷がかかりつつあったことから、８月

20 日には「医療非常事態宣言」を発出するとともに、全県に対して感染警戒レベル５「新

型コロナウイルス特別警報Ⅱ」を発出し、対策を強化してきました。 

また、県民の皆様の力を広く結集し、感染拡大を徹底的に食い止める観点から、９月３

日から 12 日までの 10 日間を「命と暮らしを救う集中対策期間」とし、公共施設の休止等

さらなる対策の強化に取り組んでいるところです。 

現在の県内の感染状況を見ると、直近１週間（９月３日～９日）の新規陽性者数は247人、

人口 10万人当たりでは 12.05人と、ピーク時（８月 17日～23日）の 888人、人口 10万人

当たり 43.32人から大幅に減少しており、10圏域全てがレベル４相当以下となっています。

また、確保病床使用率は 22.1％（R3.9.9時点）と「医療非常事態宣言」発出時に目標に掲

げた 40％以下となっています。 

 

このため、９月 13日（月）から、 

○ 「医療非常事態宣言」を解除し、「医療警報」を発出します。 

○ 全県に感染警戒レベル４「新型コロナウイルス特別警報Ⅰ」を発出します。 

 

第５波の最前線で闘っていただいている医療従事者の皆様に改めて感謝いたします。ま

た、人と会う機会の低減等にご協力いただいている県民の皆様、営業時間の短縮等を受け

入れていただいた、また、現在も受け入れていただいている飲食店の皆様など、暮らしや

事業活動に大きな影響を受けながらも、感染防止にご協力いただいているすべての皆様に

改めて感謝いたします。 

 

２ 県としての対策 

県として次の対策を実施します。県内にお住まいの方、訪問される方、事業者、市町村等

の皆様は、県の対策にご協力ください。 

（特措法の根拠規定を記載した取組以外は、長野県新型コロナウイルス感染症等対策条例（令和２
年長野県条例第 25 号）に基づき実施するものです。） 

 

（１）県民及び事業者の皆様等への協力要請 

    県民及び事業者の皆様、出張等での来訪者の皆様は、全県に対する「医療警報」は

継続すること、全国的には未だ緊急事態宣言等の対象とされている地域があることを

踏まえ、別紙「『新型コロナウイルス特別警報Ⅰ』の全県発出に伴うお願い」に沿った

対応をお願いします。 
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（２）感染拡大予防ガイドラインを遵守している店舗等の利用についての協力要請 

              （特措法第 24条第９項） 

店内における対人距離の確保、マスクの着用、施設の換気・消毒などの対策や「信州

の安心なお店」認証、「新型コロナ対策推進宣言」の実施の有無を確認し、感染拡大予

防ガイドラインを遵守している店舗等をご利用いただくよう要請します。 

 

（３）事業者に対する感染拡大予防ガイドラインの遵守についての協力要請     

（特措法第 24条第９項） 

    感染拡大予防ガイドラインの遵守を徹底するとともに、対策を講じていることを店

頭及び店内に掲示してお客様に協力を呼びかけるよう要請します。 

 

（４）職場における感染防止対策徹底の働きかけ 

職場において、手洗い・手指消毒の励行、マスクの着用、定期的な換気など基本的な

感染防止対策を徹底するよう働きかけを行います。 

また、特に休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、気の緩みや環境の変化

によりマスクを外して会話するなど、感染リスクが高まるおそれがあるとされており、

休憩室、喫煙所、更衣室においても感染防止に努めるよう、さらに、在宅勤務・テレワ

ーク、時差出勤等を積極的に導入し、対応可能な場合は、職場に出ている職員数が通常

より少なくなるよう、事業者に重ねて働きかけを行います。 

 

（５）療養体制の強化 

529 床の確保病床及び６箇所の宿泊療養施設を適切に運用するとともに、患者急増

時には緊急的対応病床（全県で 79床）の確保を要請します。 

また、ネーザルハイフロー等を活用した酸素療法や抗体カクテル療法を積極的に実

施し、重症化予防を図るとともに、さらなる感染の拡大時においても適切な療養体制

を維持するための療養体制の強化等について関係団体と連携して検討を進めます。 

 

（６）検査体制の強化 

学校、福祉施設に対し、抗原簡易キットを活用した陽性者の早期発見についての協

力を要請するとともに、市町村と連携した抗原簡易キットの県民への配布や、感染拡

大地域との往来がある方等を対象にした PCR 検査の検討など、陽性者早期発見のため

の取組を推進します。 

また、保健師等の増員や地域振興局等の応援による保健所体制の強化を行い、迅速

丁寧な調査を実施します。 

 

（７）ワクチン接種の加速化 

市町村接種への補完・支援を進めるため、県接種会場で県内にお住まいの 18歳以上

の方への接種を引き続き行うとともに、若年層・壮年層に対するワクチン接種が進むよ

う広報をはじめ、具体的な取組を行っていきます。 

また、ワクチン接種を希望する方へできるだけ早く接種いただくため、ワクチン供給

について必要に応じてきめ細かな調整を行います。 

さらに、職域接種の実施にあたり医療従事者の派遣支援を行うとともに、希望する

者へのアストラゼネカ社のワクチン接種を進めます。 
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（８）行動変容を呼びかけるための広報の徹底 

 デルタ株に感染しない・させないための行動変容を促すため、「新型コロナ『デルタ

株』と闘う県民共同宣言」発出団体や市町村と連携した情報発信に取り組みます。併せ

て、様々な広報媒体や SNSを活用し、呼びかけを行います。 

 

（９）県立学校における取組 

県立学校では、「新型コロナウイルス感染症対策に係る県立学校運営ガイドライン」

に基づき、感染症対策を徹底するとともに、「医療警報」期間中においては、以下の対

策をとることとします。また、市町村立学校や私立学校も、各設置者に対して同様の取

組を依頼します。 

・ 通常登校を基本とするが、地域の感染状況に応じて、対面、オンライン及び自宅

での課題学習の併用授業へ即座に切り替えられるよう準備する。 

・ 徹底した感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動は行わない。 

・ 徹底した感染症対策を講じても安全な実施が困難である学校行事は、中止また

は延期する。 

・ 部活動において、徹底した感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い活動は

行わない。ただし、公式大会出場予定者等は、傷害・事故防止、技能の維持の観点

から最小限の活動は認める。また、学校が独自に行う合宿等は行わない。 

 

（10）公共施設における感染防止対策の再徹底 

県の公共施設について、集中対策期間の終了をもって休止の措置等は解除します。 

感染防止対策の再徹底を図った上で運営を再開するとともに、市町村に対しても同

様の対応を行うよう協力を要請します。 

 

（11）県機関における取組 

   新型コロナウイルス対策業務など、県民の生命・財産を守る業務を最優先に組織体

制を整えます。また、在宅勤務・テレワークや勤務時間の割振り等により、執務室内で

の従事職員数を概ね５割削減します。 

 

（12）影響を受ける県民・事業者への支援  

 長期化するコロナ禍の影響を受ける県民及び事業者に対するさらなる支援策を検討

します。 

 

 （13）イベントの延期・中止に伴う経費の支援 

    ８月 20 日（金）～９月 20 日（月・祝）に県内で開催を予定した、観客又は参加者

が 1,000 人以上の有料イベントを延期・中止した主催者に対し、開催準備のために要

した経費を補助します。 
【長野県イベント延期・中止事業者緊急支援事業（９／３付県民文化部プレスリリース）】 

       https://www.pref.nagano.lg.jp/seibun/202108event_support.html 
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「新型コロナウイルス特別警報Ⅰ」の全県発出に伴うお願い 

 

 

 以下についてご協力をお願いします。 

 

１ 県民、来訪者・旅行者の皆様への協力依頼 

 

① 人との接触機会をできるだけ減らすようお願いします      （特措法第 24条第９項） 

   （人と会う時は、距離をとり短時間で。普段会わない方と会う場合は特にご注意を。） 

・可能なら電話やオンラインで済ませてください 

・混雑する場所、換気の悪い場所は極力避けてください 

 

② ご自宅等も含め、会食の際には次のことをお願いします         （特措法第 24条第９項） 

・茶飲み話や普段会わない方との会食は控えてください 

・同居のご家族以外で行う飲酒を伴う５人以上の会食については、感染対策の徹底が困難な

場合には実施を控えてください 

・できるだけ黙食とし、会話をする際にはマスクを着用してください 

・「信州の安心なお店」認証店の利用を推奨します 

 

③ 出張や旅行、帰省などで県境をまたぐ移動は今しばらく控えるようお願いします。別荘等で

の二地域居住者の皆様も、この時期の県を越えての移動は控えるようお願いします                              

（特措法第 24条第９項） 

 

④ 店内における対人距離の確保、マスクの着用、施設の換気・消毒などの対策や「信州の安心

なお店」認証、「新型コロナ対策推進宣言」の実施の有無を確認し、感染拡大予防ガイドライン

を遵守している店舗等をご利用いただくようお願いします。（特措法第 24条第９項） 

 

⑤ 体調に異変を感じた場合（発熱やせき、のどの違和感や鼻水、だるさ、味覚・嗅覚の異常な

ど）は、外出せず、速やかに医療機関に相談してください。 

 

⑥ 出張等での来訪者、旅行者の方、二地域居住者の方は、上記①、②、④、⑤及び「信州版 新

たな旅のすヽめ」を守るようお願いします（特措法第 24条第９項）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 
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２ 事業者の皆様等への協力依頼 

 

【利用者、お客様に対する感染防止策】 

① 商業施設・観光施設など不特定多数の方を受け入れる施設に限らず、店舗や施設の管理者に 

おかれては、感染防止対策を徹底していただくとともに、状況に応じ入場制限等を実施してく 

ださい                            （特措法第 24条第９項） 

・人と人との距離を概ね２メートル程度確保するための入場制限等 

・施設内での物理的距離の確保 

・十分な換気 

・客が手を触れられる箇所の定期的な消毒 

・客の健康状態の聞き取り、入口での検温 

 

② 観光関係者は地域で連携して感染防止対策に取り組んでください 

 

【従業員に対する感染防止対策】 

③ 在宅勤務・テレワークの推進をお願いします 

 

④ 職場の感染対策を改めて点検・徹底してください 

・労働局が作成した「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェ 

ックリスト」で点検してください。 

 

⑤ 感染リスクが高い場所（食堂、寮など）での行動等について、従業員への注意喚起をお願い 

します 

 

 

３ 学校設置者等の皆様への協力依頼 

 

① 市町村立及び私立の学校設置者の皆様には、県立学校の対応も参考に、感染拡大防止のため 

の措置の検討をお願いします 

 

 ② 保育所等については、感染防止対策を講じてもなお感染リスクが高い活動や、安全な実施が困 

難であると考えられる行事等の中止や延期の検討を市町村等に対して依頼します 

 

（参考：「医療警報」期間中における県立学校での対応） 

・ 通常登校を基本とするが、地域の感染状況に応じて、対面、オンライン及び自宅での課題学習

の併用授業へ即座に切り替えられるよう準備する。 

・ 徹底した感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い学習活動は行わない。 

・ 徹底した感染症対策を講じても安全な実施が困難である学校行事は、中止または延期する。 

・ 部活動において、徹底した感染症対策を講じてもなお感染リスクが高い活動は行わない。ただ

し、公式大会出場予定者等は、傷害・事故防止、技能の維持の観点から最小限の活動は認める。

また、学校が独自に行う合宿等は行わない。 



「新型コロナウイルス特別警報Ⅰ」の全県発出に伴うお願い（概要版）【R3.9.13適用】

第５波の収束に向け、感染防止対策の再徹底を

👉「飛沫感染」、「エアロゾル感染」、「接触感染」を意識し、以下
の基本的な感染防止対策をより厳格に行ってください。

〇 屋内及び人との会話時は、マスクを正しく着用（不織布マスクを推奨）
〇 マスクをしていても人との距離は最低１メートルを確保
〇 屋内や車内は十分に換気（屋内では30分に一回以上、数分間程度
窓を全開）

〇 人と同じものを触ることを避け、適切なタイミングで正しく手洗い・手指
消毒

３ 県境をまたぐ移動（旅行、帰省、出張など）は今しばらく控えて
ください。

１ 人との接触機会をできるだけ少なくしてください。

４ 体調に異変を感じた場合（発熱やせき、のどの違和感や鼻水、
だるさ、味覚・嗅覚の異常など）は、外出せず、速やかに医療機
関に相談してください。

２ 自宅等も含め、茶飲み話や普段会わない人との会食は控えて
ください。

５ ワクチンの効果と副反応を知った上で、ワクチン接種をご検討
ください。接種がお済みの方も感染対策の徹底をお願いします。

県外への訪問が必要な方や、様々な理由によりワクチン接種を受けることができない方
もいます。差別や誹謗中傷は行わず、県民お一人おひとりが「思いやり」の心を持ち
「支え合い」の輪を広げましょう。


